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仏教とシャーマニズムの互恵関係考  
佐々木宏幹※  
静間県中部の曹洞宗寺院の例である。この寺院には年に何度か信徒が訪れ、住職に塔婆供養  
を依頼することがある。   
理由は個人または家族の心配事で民間宗教者（祈祷師とか先生と呼ばれる）に相談すると、  
先祖（霊）に起因するので菩提寺に行って供養するよう勧められたことにあるという。この種  
の民間宗教者はその電能により死霊・阻霊と交流して役割を果たすことが多く、「シャーマン」  
のカテゴリーに入る人物であることが少なくない。   
「イム教とシャーマニ ズム▼j というテーマを掲げると、「仏教＝数理」と理解する人のなかには、  
高度な普遍宗教と原始的な民俗宗教とを関連づけるとは何事かと不快感を示す向きもある。し  
かし一般の人びとの宗教生活を追っていくと、仏教とシャーマニズムとは決して無関係ではな  
いことが見えてくる。   
山形県鶴岡市下川にある龍沢山善宝寺は曹洞宗の僧侶養成の道場（坐禅修行を主とする僧堂）  
として広く知られるが、一一般の人びとには龍神を祀る霊験あらたかな祈梓寺院としてつとに名  
高い。   
寺の「緑起」によると、大慶・天暦（938、957）の噴この寺の前身龍華寺（天台宗）に妙達が  
任し、常に「法華経」を諭していたところ二親が現れて聴聞、また延慶（1308～1310）の頃曹洞  
宗の峨山紹石が龍華寺の旧址で布教していると再び二龍が硯じたので、峨山はこれに授戒した。  
のち文安（1444～1446）の頃峨Luの法孫太年浄春が龍華寺を復興して宗風を挙げると、三度日の  
二龍出現となった。   
このとき太年は二龍が深く仏道に志のあることを知り、男龍（婆掲羅龍王）に「龍道（大龍  
王）」、女龍（第三龍女）に「戒道（大龍女）」の法号を与えた。   
すると二龍は大変喜び、「我等諸々の脊放と共に尽未来際この山を守護し奉らん。また我等に  
祈請する者あらんには為に風水の厄免かれ、必ず願望をして満足せしめん」と誓い、寺の裏手  
にある「貝喰の池」に身を隠した。これを機に太年は龍華寺の名を善宝寺（曹洞宗）と改め、  
龍王殿を創建して二龍神を示巳った。   
このストーリーは海の神（善宝寺は日本海に近い）である龍神が仏教に帰依し寺の守護神と  
なり、僧侶の祈祷に応現して請い願う者に利益を与えるというもので、いわば神仏習合の地方  
型と見ることができよう。   
現在、善宝寺の龍神（海神）信仰は北海道、東北大県から全国各地の漁民や海運関係者に広く弘  
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まり、西の金刀比羅宮に対比きれるまでになったが、その背景には龍神信仰とシャーマニズム  
との浅からざる関係があるとされる。   
佐藤恵昭の調査によると、善宝寺の龍神を守護霊として祀り諦中を組織し、寺の恒規大行事  
などに200人から400人の請負または信者を引率して寺参りをするシャーマンは新潟県で10名を下  
らないという。   
シャーマンたちは寺宝寺大奉堂において、僧侶により行われる祈祷に参加し、その後諸員・  
信者を引き連れて龍神の棲むとされる「月喰の池」に赴き、拝殿と龍神堂に参拝する。   
このとき他の龍神がシャーマンに憑入し、第一人称で予言、託宣をすることがしばしばある。  
シャーマンはそれぞれの自宅に祭壇を設けて龍神を祀り、依頼者の求めに応じてセアンス（降  
神儀礼）を行なう。   
満員・信者や依頼者はシャーマンを「先生」とか「善宝寺様」と尊称する（佐藤寮昭「沿岸  
地域の寺院と宗教的意味空間」九学会連合日本の沿岸文化調査委見合編F日本の沿岸文化J古  
今番院、1989）。   
禅僧に帰依し仏弟子となった龍神が寺の守護神となり、この龍神を守護霊とするシャーマン  
たちが信者・依頼者を集めて寺を外護するという構図がここには見える。仏教とシャーマニズ  
ムの互恵関係の一例と言えよう。   
つぎに現代中国の事例を取り上げよう。   
福建省慶門に南普陀寺という大利がある。修行僧と学僧（仏学院の研修僧）200名以上を抱え  
るこの寺は観音霊場としてつとに知られ、東京の浅草観音同様に全国からの参詣者で賑わう。  
住職は中国仏教界を代表する著名な仏教者である。   
他方展門市には私が知りえただけでも30人近いシャーマン（童乱と呼ばれる）たちが各自の  
廟をもって活動している。   
彼らの多くは女性であり、守護神（仏）の主なものは「観音」である。彼らは豪華な仏壇に  
観音像を祀り、依頼者がくると激しいトランスになり観音に化身して第一→人称で語りかつ振る  
舞う。   
観音像は南普陀寺で求め、僧侶から開眼（魂入れ）をしてもらう。   
シャーマンたちは自宅に「南海観音廟」などの看板を掲げ、託宣、予言、治病などの行為を  
営む。依頼者・信者が増え、経済的に豊かになると、寺院の祭日などに依頼者・信者を引連れ  
て寺院を訪れ、多額の寄附を行なったりする。   
寺院の僧侶は観音像に見えない力（仏力）を籠め、シャーマンは仏力によって得た見える力  
（財力）を寺院に捧げるという互恵関係がここにはある。「力」の循環現象である。   
ちなみに観音（本尊）への関わり方は、僧侶がひたすら言売繚し供養、祈願するという点で一一  
方的であるのにたいして、シャーマンはその願いに応じて観音が化身するということで双方的  
であると言えよう。  
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